
明星教育センター自校教育講座 

自校史研究と自校教育の実践について 
   ―なぜ今、自校教育が必要か― 

講 師：東京大学・立教大学・桜美林大学 

    名誉教授 寺﨑 昌男氏 

自校教育と自校史研究がなぜ必要になってきたかをお話しし、
具体的な例を挙げて、実践を紹介します。 

日 時：2016年3月11日（金） 
   14:30～16:30（開場：14:15） 
会 場：明星大学 日野校 

    28号館204教室（アカデミーホール） 

お問い合わせ 明星大学明星教育センター事務室 
 

  〒191-8506 東京都日野市程久保2-1-1 TEL 042-591-6534 FAX 042-591-6949 
   E-mail mec@mec.meisei-u.ac.jp  

  お申込み：https://form.hino.meisei-u.ac.jp/mec/oes2015/ 

プロフィール 
教育学博士。1932（昭和7）年福岡県久留米市に生まれる。 
東京大学大学院を経て財団法人野間教育研究所、立教大学文学部、 
東京大学教育学部、桜美林大学大学院等で教鞭をとった。この間、 
東京大学では学部附属中高等学校校長、百年史編集委員会委員長を、 
立教大学では全学共通カリキュラム運営センター部長を、桜美林大 
学院では大学アドミニストレーション専攻修士課程主任等を歴任し、 
日本の大学教育に関して歴史的・教育学的観点から考察を加えてき 
た。学界では日本学術会議会員、教育史学会代表理事、日本教育学 
会・大学養育学会会長をつとめた。大学教育に関する著作としては 
「大学教育」（東京大学出版会、1969）「増補版 日本における大 
学自治制度の成立」（評論社、2000）「大学改革 その先を読む」 
（東信堂、2008）「東京大学の歴史」（講談社学術文庫、2008年） 
「大学自身の総合力」（東信堂、2010）等があり、特に自校教育、 
大学史料館を取り上げた近著として「大学自身の総合力Ⅱ」 
（2015年11月、東信堂刊）がある。  


